
The Japanese Society of Plant Physiologists

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Soolety 　of 　Plant 　Physlologlsts

2Cp − 4　　　　　　　　ト・ レス ア4）茎麦皮彡鑼 IOあ1ナる孑毘 芽・分イとの｛研究
　　　　　　　　　　　 亙． RNA あよ

・6亡蛋白倉威讎 劉の影響

　　　　　　　　　　　塩本触毎 原田 宏　　（筑波火 ・
生物）

　　トレニ ア好閣切片瓷皮繍 に わける冬齎 窃花 ぱ ぎわ めで軍く邊 脅し、 屠綾 o

σく初期にザイ トカイニ ン 玄老粥 中16菰伽する bl 　C・
、 00 反痴 宜着 しく促逶する

o 〆 カ）咨穹る （植物孅 ．舳 》ざ彡 1つ、 ヂ尼著命イム彪 ％ダ ク 乞趨 ξ 図 ヌ （tmebLsteUt

a 。ne ）彰 議期 1訪 り ／ ．蛋自量 の意殺 な碧加汐塚 彡れ 、 図ヌ彩議と蛋自含威と の図

蓬 力琢 境古紀 る （前劒 。誓 o 哲 、 MZ 一 示尼葬砌 戎歯琵湛 する彖脅ヂφ 、瘡地中に種
マ ORNA わよ 倣蛋白台咸圏轆 1底黍加 L　髫牝彡のう だ ちぢ菊磐に・つ り て梗討乙

k ．

，A鸞 鍬 箆叢 燎磨 灘鸞鬢畿 讐題盈謬 誓
5一肋 瞰 副 （5 イ 〃）吻 毳％ 吻 髄 ρ 伽 ρ） 玄 蛋 白省祕 搦 綱 獅 で励 勧 轆

（0〃 1迭 使用 した． 垢薐後 7 白 日に 袤皮 幺 ぱぎ取 リ酢厳汐〆 ミ ン 6・ee色 しでト枢 数

客測超 し、 ／ 柳 0 外謝 ぱ癪毳客継碗 し乞 〃錫目に、冬彫 砌齋 玄劇尾 し影。 図ヌ

数丿よ、 ／ 東縁1亘 勿勿 り少な く∠冶 2〃 枚の凌皮の編鐓 o きり， 黍漸 物威弟 宗、 ／

更敢 彡あ光 り少 摩 くど冶 〃痼 0 外植角よ リ藁繊 し七 。

　　RNA およ 〃蛋自老ヲ広胆軫剤彦赤加 乙寒 リ場合 徽 ！赦ああ リ6 ん 7循 の 図

区 ガ吻 議ざれ ．ネ妃葺彩鮃 1詞 0％駄 とな っ 危 00h∠ 4以 ρ ぱ 〃 吻 の護虔哲・

訴加ξる と抑銅勵果が 力彡わκ、 ヨo 働 哲 1言弔盆1GM ヌ およか冬尼募翩厳玄胆轌 L
だe 、5一戸α∂ 1寸30勤 の 農度唇 甦 《齠 が％彡紀党。 乙〃ゴ 10よる粥 1言で〜乏510
低 D 震度で 勿彡わ腕 ． 03 働 6彦 く禾定葬玄勿姦さ杉煮わ ク 影 。 しゆ し看が う 6Hl
の護度左 30 働 ぜ哲上昇 ざ 琶 で毛 、 凹ヌ 1言わずカ）意 力拓 形祓さ礼危

　　洳 o 図ヌ あさ祝 冬弼葬形 議客囎 する 灘 の 鴻σ6ρ 勿る L ）1言 o．Hf 乞　膣 々 り

挧間肩地中后加 えで、 乞ん ちの 擁 鋳粥にク リ て按射しκ． 外櫨泊乞 BA （0 ！鰯 ）

右倉わ励 哲 レ v6 白間蔔層毳 しkc後、　 s 彡 10ん 去ク 30 働 、 勿者 θ は o・〃1 ∠〆物

右如え 影屠 地 10離 し　脅” 荏でみ調間の髏 後ネ嫋 形威弟 幽 腱 しち． 1 ル 2
日闘の 荊艫 復 ・40｛・ρ 玄含 み屠 地 に纏 玄 る と ．系磁 な塗 く形威也緲

‘

． 3 ヨ 0
鰍 獲 黴 ％． 4 日 の 葡軅 窃 3声o肩 老彡物 幽 多擁 防 ％κ。 θ噸 痢 糠 後
Ad ク ま創 諺 地 1∂擁 しkSAo　tc　t・ 麟 ρ絢 物 の場倉 ど 翩衆磁 ・丿寂 膨 初

咸率 孤裾彡π允、 しカ） し　砂厳さ舵 だ不翡 の継 ぱぎわめ乞熊く、磯 6翅煎後
／
’Ysく0 苹定募 ぱ柏死 しk ．

　 OH ヱ 玄周梯0 看宏哲赤加する と、 4掴 面の 剤堵後後
o月 ∫玄含み眉地lo移値しだ揚台儲 ｛彫 の 酸 双窃拓ほひめ　CH 工赤加の鋳翊が

淫朮 6 ほ 沙不駢 形蘚 ぱ上屏 しち．

　　o 孔 彡り褓 わ ろ．示尼葺彩 威客露 する麟 ぱ　ん ∠ρ の煬合．屠養朗婚後
48〜 扱呀閣、 OH ヱの場合． 覆〜 ％断圏哲ある右 の ∠爆わ拓る。 6κ 彡り鵬 剤ぱ

M 編 威粥 期o粥 効継 家 し、 Ml ヵ）彡 ネ尼芽へ の競 ぽ聯 l！億 り 訪 赫
る。彬 　雁 刧瑚1じあり て蜘惣 6省感ざ託る蛋自の鬱的 ・嘆匆憂鋤 σつ り で 右葱

前客ガaK ！ ［丿る。

147

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


